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2018年9⽉
⼤阪ガス株式会社

需給調整市場の商品要件について

第17回調整⼒の細分化及び広域調達の
技術的検討に関する作業会 資料２－２



⼤阪ガスの概要
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創 業

1905年10⽉19⽇

2015年⼤阪ガスは
創業110年をむかえました

お 客 さ ま
ア カ ウ ン ト 数 827万⼾

ガ ス 販 売 量 86億㎥

電 気 販 売 量 110億kWh
（低圧電気供給件数62万件）

従 業 員 数 19,997名

売 上 ⾼ 12,962億円

経 常 利 益 770億円
※2018年3⽉期の連結数値

ガス供給件数

低圧電気供給件数



これまでの取り組み（⺠⽣⽤・産業⽤分野）
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ガスコージェネレーションシステム

• 当社では分散型電源の普及を⽬指し、ガスコージェネレーションの導⼊に取り組んできた
• 2015年度末時点で、158万kWのコージェネを⺠⽣⽤・産業⽤分野のお客さまへ導⼊済

コージェネの導⼊実績（全国）

コージェネ財団HPより当社⼀部加⼯

当社実績



これまでの取り組み（家庭分野）
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• 家庭⽤分野においては、ガスエンジン発電の「エコウィル」、燃料電池「エネファーム」を提供してきた
• 現在、IoTを活⽤したエネファームの新サービス展開に取り組んでいる

燃料電池「エネファーム」 IoTを活⽤した新サービスイメージ



お客さま先設備のDR等での活⽤
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2012年︓コージェネＤＲ
コージェネを⽤いたＤＲを⾃社で実施

2014〜16年︓DR(VPP)実証
ＤＲシステムを構築し、
コージェネを⽤いたDRを実施

2017年〜︓調整⼒公募
上記DRシステムを活⽤し、コージェネ・
蓄電池をリソースとして公募に応札

これまでの取り組み 将来想定
複数市場での取引を想定したアグリゲートビジネス

• 当社では2012年よりお客さま先の設備をＤＲ等で有効利⽤する取り組みを⾏ってきた
• 将来は複数市場でのＶＰＰ取引を視野にした活動を⾏っていく
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（参考）これまでの取り組み
2012年
コージェネＤＲ

http://www.osakagas.co.jp/company
/press/pr_2012/1197570_5712.html

プレスリリース

2014〜16年
DR(VPP)実証

https://www.iae.or.jp/2017/04/11/vpp
-report-fy28/#t_02

H28年度 報告書

2017年〜
調整⼒公募

http://www.osakagas.co.jp/company/
press/pr_2017/1245228_32373.html

プレスリリース



需給調整市場 商品要件に対する当社提案
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• 電⼒事業における新規参⼊者の視点から、需給調整市場の商品要件に関わる以下の５項⽬について
当社の提案を⽰す

①商品区分

②監視の通信⽅法

③最低⼊札容量

④計測⽅法

⑤商品導⼊時期

当社が提案を⾏う項⽬



①商品区分
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「⼀次・⼆次調整⼒」商品を「⼀次」と「⼆次①」商品に切り分け

当社提案

• ⼀次調整⼒（GF）は中給からの指令を受ける必要がなく、⾃家発・蓄電池でも対応可能と想定
• 当社ではコージェネを活⽤してGFやLFC相当の単独の機能提供を検証した実績がある
• 現在の商品要件では、「⼀次・⼆次①」商品が⼀体となっているが、「⼀次」「⼆次①」を切り分け、

それぞれで競争環境を整備することが参⼊を増やすという観点から重要ではないか

当社のコージェネＧＦ検証結果例 当社のコージェネLFC検証結果例



②監視及び制御のオンライン化の考え⽅
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⼀次調整⼒
(GF)

⼆次調整⼒①
(LFC)

⼆次調整⼒②
(EDC-H)

三次調整⼒①
(EDC-L)

三次調整⼒②
（低速枠）

現状 オンライン オンライン オンライン オンライン オンライン

当社提案 事後検証 オンライン オンライン オンライン オンライン

https://www.nationalgrid.com/sites/default/files/documents/Firm%20Frequency
%20Response%20%28FFR%29%20Interactive%20Guidance%20v1%200_0.pdf

Firm Frequency Response Interactive Guidance

（参考）英国 FFR商品における監視の考え⽅

当社提案

• 中給では調整⼒の応動実績の監視が必要であると認識している
• ＧＦは⾃律制御であり、応動実績のリアルタイムでの取得は困難で、現実的には運転状態しか知りえな

いのではないか
• なおその運転状態の収集周期については今後の検討次第では事後検証とすることも可能ではないか



③最低⼊札容量
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⼀次調整⼒
(GF)

⼆次調整⼒①
(LFC)

⼆次調整⼒②
(EDC-H)

三次調整⼒①
(EDC-L)

三次調整⼒②
（低速枠）

現状 5MW 5MW 5MW 5MW 1MW
当社提案 1MW 5MW 5MW 5MW 1MW
制御回線 - 専⽤線等 専⽤線等 専⽤線等 簡易指令システム可

当社提案（当⾯）

• 最低⼊札容量について、少ないリソースでの参加を容易にする観点から⼩さい⽅が望ましい
• 他⽅、最低⼊札容量を⼩さくし過ぎると中給での処理量が増加することも理解できる
• そこで中給で直接制御する必要のない⼀次調整⼒については「1ＭＷ」とし、他の商品については状況を

⾒て最低⼊札容量の引き下げを検討してはどうか
• ＥＤＣについては将来的に簡易指令システムでの対応も可能となることを期待しており、国の審議会にて

技術的な確認がなされた場合は、改めて当該商品の最低⼊札容量の引き下げを検討してはどうか

⼀次調整⼒
(GF)

⼆次調整⼒①
(LFC)

⼆次調整⼒②
(EDC-H)

三次調整⼒①
(EDC-L)

三次調整⼒②
（低速枠）

現状 5MW 5MW 5MW 5MW 1MW
当社提案 1MW 5MW 1MW 1MW 1MW
制御回線 - 専⽤線等 簡易指令システム可 簡易指令システム可 簡易指令システム可

当社提案（将来）



④計測⽅法
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• 「⼀次」〜「三次①」商品は30分単位の計量データでは評価が難しいと考える
• そのため、数分単位の事前・事後計測の採⽤の検討が必要ではないか
• その際、現在の計量メーターの交換に要する経済性も考慮して機器個別計測の採⽤も検討してはどうか

当社提案
⼀次調整⼒
(GF)

⼆次調整⼒①
(LFC)

⼆次調整⼒②
(EDC-H)

三次調整⼒①
(EDC-L)

三次調整⼒②
（低速枠）

現状 発電所︓送電端計測
VPP ︓未定

当社提案 発電所︓送電端計測
VPP ︓「受電点（ベースライン計測）」もしくは「機器個別計測（事前・事後計測）」

産業・業務⽤需要家 家庭⽤需要家制御量算定⽅式の例

Ｍ

系統

Ｍ

負荷・コージェネ等
（制御対象）

その他負荷

[オプション]機器個別
（事前・事後計測）

サブ
メーター

受電点
（ベースライン計測） Ｍ

系統

蓄電池・エネファーム等
（制御対象）

宅内負荷

受電点
（ベースライン計測）



⑤商品導⼊時期
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可能な限り
前倒し

⼀次調整⼒について、可能な限り前倒しで検討してはどうか

• GFは⾃律制御であるため、機器側の機能具備により調整⼒としての活⽤が可能
• 中給での監視等のルールが決まれば、エリア内での活⽤は前倒しできるのではないか
• エリア内調達を前提に、「⼀次」の切り出しを試⾏的に進めてはどうか

当社提案



まとめ
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商品要件に対する当社提案

⼀次調整⼒
(GF)

⼆次調整⼒①
(LFC)

⼆次調整⼒②
(EDC-H)

三次調整⼒①
(EDC-L)

三次調整⼒②
（低速枠）

商品区分 「⼀次」「⼆次①」商品の切り分け

監視の通信⽅式 事後検証 オンライン オンライン オンライン オンライン

最低⼊札容量 1MW 5MW 5MW 5MW 1MW

計測⽅法 発電所︓送電端計測
VPP ︓「受電点（ベースライン計測）」もしくは「機器個別計測（事前・事後計測）」

商品導⼊時期 エリア内での
早期試⾏ 2020+Y年 2024年 2024年 2021年

• 新規参⼊者として需給調整市場には注⽬している
• 当社は早期に商品の詳細な設計が⾏われることを望んでおり、本⽇は数ある課題の内、実現性が⾼くま

た優先度が⾼いと思われる項⽬について提案を⽰した
• 早期に商品要件が決定され、今後はより詳細な商品設計が推進されることを期待する
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以上


